
沌

u
義

敏

訳

日
本
銀
行
調
査
局

日
本
銀
行
調
査
局

臼
木
鎮
行
調
査
局

西

村

勝

太

郎

興

勲
日

「
マ
ク
ミ
ラ
ン
委
員
会
報
告
現
代
金
融
論
'
一

「
金
融
制
度
に
闘
す
る
外
国
の
事
例
」

「
英
国
の
金
融
制
度
」

「
レ
ン
ダ
1
パ
ン
ク
の
信
用
政
策
に
つ
い
て
」

「紐
育
金
融
市
場
、研
究
」

「英
国
金
融
市
場
論
」

コ
ー
ル
市
場
資
金
及
び
銀
行
聞
の

資
金
交
流
の
状
況
に
つ
い
て

ー は
仁)村 、 し

(1) (2) (1) コが
ココ l き

コ 1 コ コ l ノレ
I Jレ I I )レ市
ル資ルル資場
・ 金 ・ ・ 金資
レのマロの金
1 条ネ I 推
ト件 l ン移

昭
和

m
・
6
・
|

目

次

ω
コ
ー
ル
の
期
間

間
コ
ー
ル
の
担
保

二
、
銀
行
聞
の
資
金
受
流

ω
資
金
受
流
の
状
況

凶
資
金
交
流
の
方
法

則
資
金
受
流
の
条
件

三
、
結

ひE

は

し

が

き

っ
l

ル
市
場
資
令
及
び
銀
行
相
互
間
の
交
流
資
金
等
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
の
資
金
棉
給
を
調
整

す
る
資
金
量
は
昨
年
初
以
降
か
な
り
顕
著
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
内
容
的
に
み
る
な

ら
ば
以
下
に
も
示
す
ご
と
く
、
そ
の
全
部
が
本
来
の
金
融
情
勢
の
緩
和
に
よ
る
も
の
と
は
見
倣

し
難
い
も
の
も
あ
る
が
、
兎
も
角
こ
の
種
資
金
量
の
増
大
は
金
融
が
正
常
な
状
態
に
恢
復
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
そ
の
状
況
を

検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

コ
ー
ル
市
場
資
金

A
び
銀
行
閣
の
資
金
交
流
の
状
況
に
つ
い
て

コ
ー
ル
市
場
資
金

東
京
、
大
阪
両
市
場
に
お
け
る
コ

1
ル
・

?
l
y残
高
は
問
和
二
十
六
年
安
で
は
六

O
J八

O
億
円
程
度
に
す
夕
、
な
か
っ
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
に
入
っ
て
か
ら
極
め
て
顕
著
な
増
勢
を
示

し
、
最
近
に
お
い
て
は
ニ

O
O億
円
台
を
越
え
る
に
至
っ
て
い
る
(
別
表

一
)。

而
し
て
こ
の
聞

に
お
け
る
動
き
の
特
徴
と
し
て
は
全
体
と
し
て
先
ず
次
の
諸
点
が
注
目
を
慈
〈
。

ω
興
銀
時
般
券
発
行
銀
行
及
び
大
強
行
に
お
け
る
放
出
が
増
加
し
て
居
り
、
又
大
銀
行
の
取

入
の
増
加
が
顕
打
ち
を
示
し
、
他
方
地
方
銀
行
の
取
入
が
目
立
ち
は
じ
め
て
い
る
こ
と
。

制

昨

春

田

、
五
月
頃
ま
で
に
急
増
し
た
地
方
銀
行
の
放
出
が
そ
の
後
に
お
い
て
は
き
し
て
増

加
し
て
い
な
い
こ
と
。

村
農
中
の
余
資
放
出
が
顕
著
な
増
勢
を
示
し
、
農
村
資
金
が
比
較
的
余
裕
を
示
す
冬
期
は
勿

論
、
営
農
資
金
の
出
る
春
か
ら
夏
に
か
け
て
も
相
当
額
の
残
高
を
擁
す
る
に
至
っ

て
い
る
と

ル
コ

一、同
放
出
、
取
入
と
も
に
証
券
業
者
が
進
出
し
て
い
る
こ
と
。

制
金
利
水
準
は
農
中
、
興
銀
、
外
銀
等
の
放
出
物
の
一
部
を
除
き
中
心
二
餓
二
毘
五
毛
を
上

下
し
て
お
り
、
昨
秋
二
銭

一
一
且
五
毛
程
度
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
き
し
て
変
動
を
み
ず
長

期
的
に
も
五
毛
乃
至

一
厘
程
度
の
低
下
に
す
ぎ
な
い
こ
と
。

付

ロ

ー

ン

、
マ
ネ
ー
と
も
無
条
件
物
が
そ
の
七
割

t
八
割
を
占
め
翌
日
物
は
一
割
程
度
に
す

ぎ
な
い
こ
と
。

的
月
中
の
推
移
に
お
い
て
コ

l
ル
残
高
の
増
減
が
不
規
則
で
あ
り
、
月
央
の
残
高
が
高
ぐ
月

来
月
初
に
低
〈
な
る
と
去
っ
た
正
常
な
状
態
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
。

例
東
京
市
場
に
比
し
て
政
府
資
金
の
撒
布
、
農
中
資
金
の
流
入
の
寡
な
い
大
阪
市
場
の
資
金

量
が
少
で
あ
り
、
且
っ
そ
の
金
利
は
常
に
東
京
市
場
を
若
干
上
廻
っ
て
い
る
こ
と
。

次
に
コ

1
ル
取
引
の
勤
き
に
つ
い
て
吏
に
そ
の
内
容
に
亘
っ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た

、u
付

コ
1
ル
資
金
の
推
移

東
京
、
大
阪
両
市
場
に
お
け
る

コ
1
ル
・
ロ
1
ン
の
月
中
平
均
残
高
は
二
十
七
年
四
月
に

一

七
九
億
円
と
急
増
し
そ
の
後
若
干
低
調
に
推
移
し
た
が
、
九
月
供
米
期
入
り
と
と
も
に
農
中
余

資
の
放
出
に
よ
っ
て
増
勢
に
転
じ
十
一
月
に
は
二
一
七
億
円
に
遣
し
た
。
木
年
に
入
っ
て
か
ら

四
O
五



呈.b.
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一、』ノ

金

融

説
(
そ
の

も
三
月
に
二
O
O
億
円
台
を
割
っ
た
外
各
月
ご
O
O億
円
台
を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
を
東
京
市

場
に
お
け
る
コ

ー
ル
・
ロ
ー
ン
の
出
手
別
内
訳
と

コ
ー
ル

・
マ
ネ
ー
の
取
手
別
内
訳
と
K
っ
き

そ
の
推
移
を
み
れ
ば
左
の
如
ぐ
で
あ
る
(
別
表
=
、
三
)
。

噌

i

地
銀
|

|
ロ
l

ン
の
主
体
を
な
し
て
い
た
地
銀
は
昨
年
四
月
金
融
が
緩
慢
で
あ
っ
た
上
に
政

資
の
疏
入
が
あ
っ
て
月
中
平
均
五
、
七
八
λ
百
万
円
ピ
ー
ク
九
、

0
0三
百
万
円
と
急
増
し
た

が
そ
の
後
漸
減
、
九
月
ま
で
二

0
1一一一
O
億
円
台
に
推
移
し
た
。
十
月
以
降
政
資
撒
超
に
伴
う

資
金
潤
沢
化
に
よ
っ
て
放
出
余
力
も
漸
次
上
昇
を
示
し
た
が
、
コ
ー
ル
残
高
は
春
期
程
の
上
昇

率
を
示
さ
ず
、
コ
ー
ル
総
額
に
お
け
る
比
重
は
相
対
的
に
低
下
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
即
ち

東
京
市
場
コ
!
ル
残
高
に
お
け
る
地
銀
コ
I
ル
残
高
の
比
率
は
昭
和
二
十
七
年
了
'
四
月
に
お

い
て
は
四
O
J
五
O
%
を
占
め
て
い
た
が
、
七
J
九
月
に
お
い
て
は
こ
O
%
台
に
低
下
十
月
以

怖
に
お
い
て
も
一
ニ
O
%
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

コ
ー
ル
・
ロ
l

ン

山
属
中
1
1
山
中
は
昨
春
以
降
麦
米
の
供
出
代
金
前
渡
金
を
最
宮
に
受
け
、
さ
ら
に
昨
秋
の

系
統
機
関
の
資
金
繰
り
好
転
に
よ
り
余
裕
資
金
の
増
加
が
著
し
く
、
そ
の
一
部
を
コ
ー
ル
に
放

出
し
た
た
め
、
六
月
以
降
コ
l

ル
残
高
は
漸
婚
を
続
け
、
コ
ー
ル
総
量
に
対
し
て
も
λ
、
九
月

及
び
本
年
一
月
の
月
中
平
均
残
高
に
お
い
て
は
一一
一
O
%
を
超
え
、
そ
の
比
重
は
著
し
ぐ
た
か
ま

る
に
至
っ
た
。
殊
に
地
銀
放
出
の
僅
少
と
な
る
時
期
に
お
け
る
放
出
は
コ
!
ル
総
量
の
変
動
を

阻
止
す
る
上
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

債
券
発
行
銀
行
及
び
都
市
大
銀
行
|
|
興
銀
の
金
融
街
、
事
業
債
代
り
金
流
入
附
(
主
と
し

て
下
何
)
に
お
け
る
放
出
は
昨
春
来
恒
例
と
な
り
特
に
昨
秋
以
降
起
悩
額
の
増
加
と
と
も
に
肱

出
額
も
増
加
し
て
い
る
。

都
市
大
銀
行
は
コ
ー
ル
資
金
の
取
手
と
さ
れ
て
い
た
が
近
来
銀
行
間
の
資
金
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

懸
隔
を
生
じ
、
大
銀
行
の
中
に
も
時
期
的
に
は
か
な
り
の
放
出
力
を
有
す
る
も
の
が
生
じ
、
昨

秋
の
ピ
ー
ク
時
(
十

一
月
二
十
七
日
)
に
は
都
市
大
銀
行
全
体
と
し
て
五
八
億
円
と
コ
l
ル
総
量

の
三
六
・
五
%
を
占
め
た
こ
と
も
あ
る
等
出
手
と
し
て
も
有
力
な
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
他
の
金
融
機
関
|

|
問
中
、
生
保
、
損
保
、
外
銀
等
が
手
許
資
金
の
準
備
と
し
て
少
量

で
は
あ
る
が
随
時
放
出
し
て
い
る
。

証
券
四
社
|
i
投
資
信
託
の
好
訓
に
よ
り
、
設
定
日
ま
で
の
余
資
の
放
出
が
目
立
っ
て
い
た

四
O
六

が
、
最
近
に
お
い
て
は
紺
々
低
下
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

凶

コ

ー
ル
・
マ
ネ
ー

都
市
大
銀
行
|
|
コ
ー
ル
総
量
の
増
加
に
よ
っ
て
都
市
大
銀
行
の
ア
不
l
取
入
高
も
増
加
し

て
い
る
が
、
そ
の
比
率
は
八
O
%
台
か
ら
七
O
%
台
へ
と
若
干
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
と
れ
は
大

銀
行
の

一
部
に
資
金
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
改
善
を
み
た
向
が
あ
る
と
同
時
に
、
ア
ザ
小
1
所
要
銀
行
の

担
保
繰
り
が
困
難
と
な
っ
て
マ
ネ
!
の
取
入
が
阻
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。大

銀
行
の
コ
i

ル
・
ア
ネ
ー
に
対
す
る
態
度
は
一
時
的
な
資
金
補
填
と
云
っ
た
面
よ
り
も
現

状
に
お
い
て
は
継
続
的
な
不
足
資
金
の
補
充
と
み
て
い
る
面
が
強
〈
、
マ
ネ
l
取
入
に
つ
い
て

は
日
銀
の
貸
出
態
度
と
コ
ー
ル
金
利
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
る
と
も
認
め
ら
れ
る
。

地
方
銀
行
1
1地
方
銀
行
の
マ
ネ
1
取
入
は
昨
夏
来
や
や
桶
加
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
は
地

方
銀
行
の
資
金
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
や
や
悪
化
し
た
こ
と
の
外
に
、
特
に
積
額
的
に
大
都
市
に
進
出

し
て
い
る
銀
行
等
に
お
い
て
、
日
銀
借
入
よ
り
も
容
易
な
コ
!
ル
資
金
に
依
存
す
る
風
の
あ
る

こ
と
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

日
証
金
1
1株
式
出
来
高
の
増
加
、
日
証
金
融
資
の
増
加
に
従
っ
て
昨
夏
来
本
年
二
月
ま
で

噌
勢
を
続
け
た
が
、
三
月
以
降
株
式
市
況
の
悪
化
と
共
に
減
少
し
て
い
る
。

証
券
会
社
|

|
前
述
の
如
く
余
資
を

一
時
的
に
ロ
ー
ン
と
し
て
出
し
て
い
る
面
も
あ
る
が
、

昨
秋
以
降
マ
ネ
ー
の
取
入
が
漸
増
を
示
し
、
特
に
本
年
三
月
以
降
は
増
加
の
傾
向
が
濃
い
点
が

注
目
さ
れ
る
。

(斗

コ
ー
ル
資
金
の
条
件

ω
コ
l
ル
・
レ
l
ト

コ
l
ル
市
場
に
お
い
て
、
も
と
も
と
中
心
的
な
地
位
を
占
め
る
筈
の
翌
日
物
は
現
在
臨
時
金

利
訓
整
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
後
述
の
如
く
量
的
に
穿
く
そ
の
レ
l
卜
は
市
場

の
基
準
的
な
金
刺
た
り
得
な
い
実
情
に
あ
る
為
こ
と
で
は
と
り
あ
げ
な
い
と
と
と
す
る
。

昨
春
来
の
無
条
件
物
の
中
心
レ
ー
ト
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
概
ね
日
歩
ご
銭
二
座
五
毛
を
中
心

と
し
て
ご
銭
二
厘
乃
至
二
銭
三
庄
の
聞
を
上
下
し
て
お
り
、
昨
秋
一
時
的
乍
ら
二
銭
一
座
程
度

ま
で
下
押
し
た
も
の
の
そ
の
後
再
び
二
銭
二
座
五
毛
乃
至
二
銭
三
座
程
度
の
聞
に
お
い
て
推
移

し
て
い
る
。



矧
日
物
又
は
月
越
無
条
件
物
等
の
レ
1
ト
は
無
条
件
物
よ
り
目
歩
五
毛
乃
至
-
厘
程
度
高
く

な
っ
て
お
り
、
ま
た
七
日
据
置
等
一
定
期
日
据
置
後
無
条
件
物
の

コ
l

ル
・
レ
ー
ト
も
単
純
無

条
件
物
よ
り
若
干
高
〈
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
農
中
、
興
銀
等
の
放
出
す
る
無
条
件
物
の
う
ち
に
は
日
歩
一
銭
九
座
五
毛
乃
至
二

銭
の
低
利
の
も
の
も
見
受
け
ら
れ
、
ま
た
外
銀
の
放
出
分
に
も

}
鋭
九
鹿
五
毛
の
も
の
が
み
ら

れ
る
。

し
か
し
品
中
、
興
銀
の
放
出
コ
'
ル
総
量
の
市
場
資
金
総
最
中
に
占
め
る
比
重
が
相
対

的
に
大
と
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
コ
ー
ル
市
場
需
給
の
実
勢
に
支
配
さ
れ
て
農
中
等
の
放
出
す

る
単
純
無
条
件
物
型
態
に
よ
る
コ
ー
ル
の
市
場
資
金
総
量
中
に
占
め
る
比
重
は
小
と
な
ら
ざ
る

を
得
ず
、
こ
の
結
果
中
心
レ
1
ト
が
殆
ん
ど
低
下
を
示
す
に
歪
ら
な
い
。
結
局
現
状
に
お
い
て

は
コ
ー
ル
賞
金
の
需
給
は
H
歩
二
銭
二
厘
玉
毛
を
中
心
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
云
与
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
コ

!
ル
・
レ
l
ト
は
金
融
の
繁
閑
を
示
す
指
標
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
が
、
中
央

銀
行
貸
出
利
率
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
即
ち
、
コ
ー
ル
・
レ
l

卜
は
長
期
的
に
は
中
央
銀
行

公
定
歩
合
を
下
廻
り
、
市
中
銀
行
の
通
知
預
金
利
率
と
ほ
ぼ
同
率
で
あ
り
、
従
っ
て
市
中
貸
出

金
利
よ
り
遥
か
に
低
利
で
あ
る
こ
と
を
建
前
と
す
る
。
而
し
て
短
期
的
に
は
月
末
、
月
初
、
季

節
資
金
需
要
期
、
政
資
端
組
則
及
び
年
末
等
資
金
需
要
旺
盛
の
時
期
に
は
中
央
銀
行
公
定
歩
合

に
等
し
い
程
度
に
ま
で
上
昇
し
、
資
金
繰
緩
慢
な
時
期
に
は
低
下
す
る
如
〈
、
そ
の
変
動
が
激

し
い
の
を
常
態
と
す
る
。
試
み
に
附
和
二
年
金
融
恐
慌
以
降
昭
和
八
年
ま
で
の
東
京
市
場
に
お

け
る
コ

ー
ル
の
協
定
利
率
(
翌
日
物
)
と
日
銀
公
定
割
引
歩
合
、
市
中
銀
行
通
知
預
金
利
率
と
を

比
較
す
れ
ば
決
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
二
年
八十

六
年
四十

二
月

七
年
七

協

定

利

寧

一
銭
二
厘

一
銭

一
厘

一
銭

一
銭
二
座

一
一
銭
一
鹿

一
銭

月月

'-"/ 

月

， ... 

月

J¥ 

月

， ，.. 

十
一
月

八
年
四

九
厘

八
鹿

月

日
銀
割
引
歩
合

一
銭
六
厘

一
一銭
五
厘

一
銭
四
厘

一
銭
八
庄

一
銭
四
鹿

一一銭
二一
皿

一
銭
二
厘

一
一
銭
二
厘

コ
ー
ル
市
場
資
金
及
び
銀
行
聞
の
資
金
交
流
の
状
況
に
つ
い
て

通
知
預
金
刺
率

一
銭
一
厘

一
銭

八
鹿

九
鹿

九
座

八
厘

八八
厘厘

昭

和

八

年

七

月

七

厘

一
銭

七

麗

〈
註
〉

協
定
利
率
は
来
・示
、
犬
阪
両
市
泌
に
お
け
る
主
菱
銀
行
間
に
お
い
て
、
競
争
に
よ
っ
て
生
ず
る
金
利
の
低
下

を
臥
止
す
る
た
め
に
決
定
さ
れ
た
緑
地
砕
利
率
で
あ
る
。

ま
た
昭
和
六
年
上
期
に
お
け
る
コ
l

ル
・
レ
ー
ト
及
び
そ
の
他
の
主
要
金
利
と
最
近
に
お
け

る
主
要
企
刺
と
を
比
較
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

間
和
二
十
七
年
下
期

昭

和

六

年

上

期

l

ル
・
レ

日

歩

二

銭

二

厘

五

毛

日

歩

七

庇
三
毛

日
銀
公
定

制

引
歩

合

一
銭
六
厘

一
銭
凹
厘

市
中
銀
行
貸
出
利
率

二
銭

四

厘

六

毛

三

銭

五

座

A
F

預

金

利

率

八

鹿

七

毛

一

銭

五

毛

手

通

知

預

金

利

率

七

鹿

八

鹿

長

預

金

コ

ス

ト

一

銭

九

厘

三

毛

-

銭

四

座

二

毛

手
形
再
割
引
市
中
金
利

二
銭

三

座

九

厘
八
毛

政

府

短

期

証

券

利

率

一

銭

五

厘

五

厘

二

毛

t
五
厘
七
毛

(註〉

ω
コ
1
t
w
-
レ
』
ト
は
附
初
-
一
十
七
年
ば
川
崎
条
件
粉
、
沼
和
六
年
は
製
自
物
の
東
京
布
錫
州
中
平
均
レ
i

ω
市
中
銀
行
貸
出
、
預
金
利
率
、
制
金
ヨ
ス
ト
は
普
通
銀
行
州
問
中
平
均
剥
率

ω
附
和
六
年
に
お
け
る
手
形
蒋
制
向
山
市
中
金
利
は
紡
績
手
形
の
期
中
平
均
剥
率
で
、
商
業
手
形
は
日
歩
一

銭

t
-銭
四
医
程
度
主
総
め
ら
れ
る。

ω
昭
和
六
年
に
お
け
る
政
府
短
期
証
券
剥
率
は
入
札
餅
に
よ
る
た
め
高
低
区
々
で
あ
る
。

コ

ト

斯
〈
の
如
く、

各
種
金
利
の
現
状
を
金
利
体
系
が
ほ
ぼ
正
常
化
し
た
と
見
倣
さ
れ
る
昭
和
六

年
上
期
に
比
較
す
れ
ば
、
金
利
体
系
そ
の
も
の
が
歪
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
と
も
に
、
コ
ー
ル
・

レ
ー
ト
が
預
金
金
刺
か
ら
か
け
は
な
れ
て
寧
ろ
貸
出
金
利
に
近
〈
異
常
な
高
仰
に
あ
る
こ
と
が

明
か
と
な
る
。
ま
た
昭
和
六
年
上
期
に
お
い
て
は
最
高
日
歩
一
銭
三
厘
か
ら
最
低
三
厘
五
毛
と

日
銀
公
定
歩
合
の
限
度
以
内
に
お
い
て
平
均
レ
ー
ト
を
中
心
に
か
な
り
の
変
動
を
示
し
て
い
る

の
に
対
し
、
現
状
に
お
い
て
は
日
銀
公
定
歩
合
を
上
廻
り
第
二
次
高
率
適
用
貸
出
金
刺
に
鞘
寄

せ
さ
れ
日
歩
二
銭
ニ
座
五
毛
を
中
心
と
し
て
ほ
ぼ
固
定
的
で
る
っ
て
、
日
歩
-
銭
九
厘
五
毛
乃

歪
二
銭
の
低
利
の
コ

l
ル
・
ロ
ー
ン
は
取
ろ
例
外
的
な
事
例
に
属
し
て
い
る
と
云
い
う
る
。

こ
れ
は

H
銀
貸
出
の
調
整
が
実
際
に
は
主
と
し
て
第
二
次
高
率
適
用
貸
出
に
よ
っ
て
運
用
さ

れ
る

一
方
に
お
い
て
、
蓄
積
資
金
の
不
足
な
現
状
か
ら
コ

1
ル
・
ロ
l
y
が
支
払
準
備
と
し
て

回
O
七



三ι
自問

説
(
そ
の

融

一、、ノ

金

よ
り
も
資
金
運
用
の
一
形
態
と
し
て
の
色
彩
が
漉
〈
従
っ
て
市
中
銀
行
の
貸
出
金
利
及
び
預
金

コ
ス
ト
の
現
状
に
影
響
さ
れ
る
と
い
う
両
面
の
闘
係
か
ら
第
二
次
官
同
率
適
用
貸
出
金
利
(
註
)
が

コ
l
ル
・
レ
ー
ト
決
定
の
有
力
な
要
因
と
な
る
が
た
め
で
あ
る
。

(
註
)
第
二
次
高
率
適
用
貸
出
中
、
商
業
手
形
担
保
貸
付
(
刺
率
日
歩
二
銭
一
一
毘
)
は
極
め
て

ウ
エ

イ
ト
が
軽
い
の
で
(
貸
出
残
高
一

O
億
円
程
度
)
適
格
手
形
等
を
担
保
と
す
る
貸
出

利
率
日
歩
二
銭
三
鹿
が
コ

1
ル
・
レ
ー
ト
を
左
右
す
る
こ
と
と
な
る
。

因
み
に
米
、
英
等
に
お
け
る
中
央
銀
行
公
定
歩
合
と
コ
l

ル
・
レ
1

ト
の
現
状
を
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
制
度
、
金
融
情
勢
に
よ
っ
て
相
撲
っ
た
内
容
を
有
し
て
は
い
る
が
、
左
の
如

〈
略
んで
中
央
銀
行
公
定
歩
合
よ
り
低
位
を
占
め
て
い
る
。

公

定

歩

t込
l二』

コ
ー

ル
・

レ
，
ト

二
五
J
ご

ugm

ー
二
豆
沼

英 米

国

。'>'aイ/ロノロ

IJJ 

四

..-.:. 

ノレ

ギ

三
U
A
w
m

一
石
川
wm

四

三

%

三

五

J
四
X
%

〈
鍛
〉
米
悶
に
お
け
る
3
1
ル
・
レ
ー
ト
は
2

1
ル
市
川
制
の
証
券
市
場
に
対
す
る
金
融
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
公

定
歩
合
を
上
辺
っ
て
い
る
・
か
、
我
国
の
2
1

ル
に
刻
す
る
銀
行
削
の
資
金
交
流
は
所
制
ブ

エ
デ
ラ
ル
7
7

y
ド

の
励
き
に
よ
っ
て
み
ら
れ
、
そ
の
金
刺
は

-xt二
%
と
な
っ

τい
る
。

西

独

(2) 

コ
ー

ル
の
期
間

別
表
聞
に
明
か
な
如
ぐ
、
翌
日
物
の
総
制
に
お
い
て
占
め
る
ウ
エ
イ
ト
は

一
O
海
内
外
と
組

め
て
低
く
州
日
物
も
附
械
に
少
い
。
コ

ー
ル
取
引
の
殆
ん
ど
は
無
条
件
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
前

に
も
述
べ
た
如
〈
コ
l

ル
放
出
先
が
最
も
回
収
し
易
い
条
件
の
も
と
に
有
利
に
資
合
の
運
用
を

は
か
ら
ん
と
し
て
い
る
結
果
と
見
ら
れ
る
。

向。

コ
ー
ル
の
担
保

コ
l

ル
・

マ
ネ
ー
の
取
入
に
対
す
る
粗
保
は
コ

l

ル
・
ロ
ー
ン
の
支
払
準
備
と
し
て
の
性
枯

か
ら
換
金
性
、
具
体
的
に
は
社
般
市
場
、
手
形
削
引
市
場
の
形
成
せ
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
は

日
銀
貸
出
担
保
と
し
て
迎
絡
な
り
や
否
ゃ
に
基
い
て
選
択
さ
れ
、
ま
た
頻
繁
な
取
引
に
応
じ
て

そ
の
取
扱
い
が
容
易
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

コ
ー
ル
の
担
保
と
し
て
の
有
価
証
券
は
国
樹
、
金
融
債
、
適
格
手
形
で
あ
り
、
そ
の
担
保
掛

四
O
入

目
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

国

形 債 {責

u
w
H
 

A
J
」九

0
・九
(
担
保
額
面
金
額

一
一
O
に
つ
き
取
入
金
額
一

O
O
)

一
一
一
O

一
O
O
)

目

適 金

絡
融

八
四
・一二
(

J 
'l 

， 
〆

手

九
五
・

o

東
京
市
場
に
お
け
る
コ

l
ル
担
保
の
推
移
を
、
辿
れ
ば
、
拡
来
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
国

債
の
比
重
が
昨
年
初
来
の
コ
ー

ル
残
高
の
著
噌
に
伴
い
急
激
に
低
下
し
、
現
状
に
お
い
て
は
国

債
、
金
融
債
、
適
格
手
形
が
ほ
ぼ
同
様
の
比
率
を
も
っ
て
担
保
に
供
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も

コ
l

ル
残
高
が
場
大
す
る
場
合
常
時
取
手
に
あ
る
都
市
銀
行
の

一
部
に
は
前
記
コ

l

ル
担
保
の

不
足
を
き
た
し
)
抜
手
形
〈
註
)
の
差
入
れ
を
余
儀
な
〈
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
債

保
有
量
の
過
少
、
金
融
債
保
有
分
布
の
不
均
衡
に
基
〈
も
の
で
あ
り
、
ま
た
取
手
で
あ
る
銀
行

が
概
ね
日
銀
借
入
金
担
保
と
し
て
前
記
コ
ー
ル
担
保
物
件
の
大
部
分
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に

も
よ
る
も
の
で
あ
る
。

有
力
大
企
業
が
支
払
人
で
あ
る
手
形
で
取
入
銀
行
の
裏
書
あ
る
も
の。

斯
〈
の
如
〈
コ

!
ル
担
保
の
不
足
が
コ

l

ル
市
場
資
金
の
取
入
を
阻
み
、
銀
行
闘
の
直
接

コ
l
ル
を
誘
発
し
て
い
る
傾
48
も
あ
り
の
の
で
、

コ
ー
ル
担
保
を
事
業
般
中
の
例
え
ば
電
力
般
の

如、
8
も
の
に
ま
で
拡
張
す
る
よ
う
希
望
し
て
い
る
向
も
あ
る
。

尤
も
斯
か
る
担
保
拡
充
の
梢
置
に
つ
い
て
は
凶
短
資
業
者
、

コ
ー
ル
放
出
先
に
お
い
て
、
事

業
般
の
信
用
度
及
び
そ
の
取
銀
上
の
難
点
(
登
録
発
行
で
証
券
が
な
〈
、
代
用
証
券
の
使
用
に

つ
い
て
は
発
行
者
に
問
題
が
あ
る
)
か
ら
消
極
的
な
も
の
も
あ
り
倒
現
実
に
ア
不
l
収
入
先
の

担
保
操
り
は
こ
れ
ら
を
含
め
て
も
改
v

秘
さ
れ
る
見
込
は
さ
し
て
認
め
ら
れ
ず

ωま
た
銀
行
間
の

(
註
)

直
接
コ

l

ル
は
大
銀
行
と
地
銀
と
の
結
び
つ
・
き
に
よ
る
も
の
、
そ
の
他
コ
l
ル
市
場
に
流
入
し

雌
い
も
の
が
あ
る
の
で
取
手
の
担
保
繰
り
改
普
に
よ
っ
て
市
場
資
金
が
盟
宙
に
な
る
と
は
予
想

し
難
く
、

コ
ー
ル
資
金
盛
が
現
状
の
如
く
な
ら
ば
、
特
に
担
保
拡
充
の
掛
慣
を
要
し
な
い
と
の

批
判
も
期
わ
れ
る
。

な
お
戦
前
に
お
い
て
は
3

1
ル
資
金
置
は
相
対
的
に
大
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
国

債
を
は
じ
め
前
記
の
如
含
担
保
の
保
有
量
が
大
で
あ
り
、
ま
た
日
銀
信
用
に
依
存
す
る
こ
と
が

広
な
か
っ
た
の
で
、
担
保
繰
り
に
つ
い
て
の
問
題
は
な
か
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。



二
、
銀
行
聞
の
資
金
受
流

ω
資
金
交
流
の
状
況

コ
ー
ル

・
ロ
l
ン
、
コ
l

ル
・
マ
ネ
ー
の
外
に
も
銀
行
相
互
聞
に
貸
出
金
、
借
用
金
等
の
勘

定
を
通
じ
て
資
金
の
授
受
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
計
数
を
昨
年
初
来
の
全
国
銀
行
勘
定
の
月

末
残
高
に
よ
っ
て
推
計
す
れ
ば
月
末
に
お
い
て
略
々
二
百
億
円
前
後
と
具
込
ま
れ
る
〈
別
表

五)。

右
計
数
は
現
金
扇
要
が
た
か
ま
り
従
っ
て
銀
行
の
資
金
繰
り
が
繁
忙
と
な
る
月
末
に
お

い
て
算
出
さ
れ
た
も
の
で
銀
行
が
資
金
繰
り
に
余
裕
を
有
す
る
月
央
、
又
は
大
量
に
政
資
が
放

出
さ
れ
る
場
合
等
に
お
い
て
は
縦
行
聞
の
資
金
の
受
流
は
こ
れ
よ
り
大
き
く
、
目
、
五
百
億
円

に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
右
の
市
中
銀
行
闘
の
直
接
コ
l

ル
及
び
貸

借
勘
定
の
外
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協
等
中
小
金
融
機
関
等
の
銀
行
預
ケ
金
が
著
し
い

増
加
を
示
し
て
い
る
点
も
注
目
を
惹
〈
。
こ
れ
は
中
小
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
法
律
上
文
は
行

政
指
導
に
よ
っ
て
一
定
の
支
払
準
備
を
保
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
交
換
決
済
資
金

等
業
務
上
の
閤
定
的
な
資
金
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
外
に
銀
行
預
金
、
金
銭
信
託
等
と
し

て
運
用
し
て
い
る
余
裕
資
金
が
増
加
し
て
い
る
点
も
見
逃
し
え
な
い
。
昨
年
初
来
の
中
小
金
融

機
関
等
の
銀
行
預
ケ
金
残
高
の
推
移
は
別
表
六
の
通
り
で
あ
る
が
、
昨
年
一
一
一
月
末
以
降
累
次
に

渉
る
指
定
預
金
預
入
が
預
ケ
金
を
増
加
さ
せ
た
袈
因
の

一
で
あ
る
こ
と
は
特
に
町
・泣
す
る
要
が

あ
ろ
う
。

(2) 

資
金
交
流
の
方
法

銀
行
間
の
資
金
交
流
の
形
態
は
前
記
の
如
〈
コ
l

ル
取
引
、
又
は
手
形
再
割
引
等
と
し
て
処

理
さ
れ
て
い
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
な
お
現
状
に
お
け
る
資
金
交
流
の
一
変
型
と
し
て
都
市

銀
行
の
資
金
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
そ
の
取
引
先
企
業
に
対
し
て
地
方
銀
行
等
が
そ
の
支

払
保
証
の
も
と
に
直
接
融
資
を
行
う
場
合
が
あ
る
。
な
お
ま
た
信
託
銀
行
に
対
し
て
金
銭
信
託

〈
指
定
単
)
を
な
し
て
い
る
向
も
あ
る
。

直
接
コ

l
ル
取
引
に
つ
い
て
は
出
手
の
側
に
つ
い
て
み
れ
ば
ブ
ロ
ー
カ
ー

-
レ
ー
ヂ
分
だ
け

収
益
面
で
プ
ラ
ス
と
な
り
、
取
手
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
担
保
を
厳
格
に
規
定
さ
れ
ず
、
且
つ
両

者
と
も
取
扱
面
に
お
い
て
簡
便
で
あ
る
等
の
利
点
も
あ
る
。
而
し
て
妥
当
な
担
保
を
有
し
な
い

所
間
信
用
取
引
は
文
払
務
備
と
し
て
の
コ

ー
ル
・
ロ
ー
ン
の
木
質
か
ら
み
れ
ば
極
め
て
危
険
で

あ
る
が
、
前
記
の
如
〈
そ
の
放
出
は
出
手
に
と
っ
て
は
運
用
指
を
増
す
要
因
も
強
〈
、
こ
れ
を

コ
ー
ル
市
場
資
金
及
び
銀
行
聞
の
資
金
交
流
の
状
況
に
つ
い
て

貸
出
金
勘
定
に
お
い
て
務
理
し
て
い
る
向
さ
え
あ
る
(
註
)
。

(
註
)
全
国
銀
行
等
金
融
機
関
の
月
末
に
お
け
る
コ
l
ル

・
マ
ネ
l
残
高
は
コ

l
ル
-
p

l

ン
残
高
よ
り
過
大
で
あ
る
が
略
々
例
月
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
差
額
が
九
O
億
円

に
及
ん
だ
月
も
あ
る
。

銀
行
相
互
の
借
用
金
は
手
形
再
割
引
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
め
る
が
、
ス
タ
ン

プ
手
形
等
日
担
割
引
乃
至
貸
付
担
保
と
な
る
適
柏
手
形
の
再
割
引
は
む
し
ろ
少
く
、
大
勢
は
右

以
外
の
手
形
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

な
お
銀
行
間
に
お
い
て
干
形
再
割
引
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
に
は
そ
の
後
大
銀

行
の
支
払
保
町
に
よ
り
当
該
手
形
附
係
者
で
あ
る
企
業
に
対
し
て
直
接
融
資
を
行
う
こ
と
と
な

る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
。

問
資
金
宍
流
の
条
件

銀
行
相
互
閣
の
資
金
交
流
は
服
飾
網
の
関
係
、
同
一
企
業
に
刻
す
る
貸
出
関
係
、
従
来
の
緑

政
関
係
そ
の
他
人
的
関
係
等
に
よ
っ
て
自
ら
選
択
が
行
わ
れ
特
定
の
結
び
つ
舎
が
生
じ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
尤
も
地
方
銀
行
の
立
場
が
戦
前
に
較
べ
れ
ば
都
市
銀
行
に
比
し
相
対
的

に
有
力
と
な
っ
て
居
り
、
資
金
運
用
の
能
力
が
た
か
ま
っ
た
こ
と
、
内
国
為
替
取
引
が
日
銀
を

辿
じ
て
集
中
決
済
さ
れ
て
い
る
結
果
都
市
銀
行
へ
の
従
属
性
が
稀
薄
化
し
て
い
る
こ
と
等
に
よ

り
現
状
で
は
所
制
銀
行
間
の
系
列
化
は
未
だ
き
し
て
強
固
で
あ
る
と
は
恩
わ
れ
な
い
。
事
実
余

裕
資
金
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
採
算
関
係
か
ら
可
な
り
の
浮
動
性
が
認
め
ら
れ
、
資
金
に
余
裕

の
あ
る
地
方
銀
行
は
二
行
以
上
の
都
市
銀
行
と
接
触
を
保
っ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

従
っ
て
銀
行
聞
の
資
金
交
流
は
一
.
田
に
お
い
て
銀
行
闘
の
系
列
関
係
に
の
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
他
面
に
お
い
て
は
余
裕
資
金
運
用
と
し
て
当
然
短
資
市
場
に
お
い
て
政
府
短
期
証
券
又
は

手
形
の
買
入
れ
に
向
う
べ
き
資
金
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
運
用
条
件
が
整
わ
な
い
た
め
に
直
接

取
引
さ
れ
て
い
る
面
も
否
ま
れ
な
い
。

三

、

結

び

最
近
の
コ

l
ル
市
場
資
金
の
需
給
及
び
銀
行
聞
の
資
金
交
流
の
状
況
は
凡
そ
以
上
に
述
べ
た

如
〈
で
あ
る
。
市
し
て
こ
の
間
の
コ

ー
ル
資
金
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
資
金
の
増
加
に
つ
い
て
は
、

要
約
す
れ
ば
左
の
諸
点
が
そ
の
背
景
合
な
し
て
来
た
も
の
と
云
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

民IJ
ち

回

O
九



主d.
面岡

説
〈
そ
の

金

融

一
、_"

仰
大
勢
と
し
て
昨
春
以
降
の
金
融
情
勢
が
緩
和
の
方
向
を
辿
っ
て
来
て
い
る
こ
と
。

料
地
方
銀
行
の
資
金
運
用
に
融
資
難
の
傾
き
が
加
わ
っ
て
来
て
い
る
と
と
。

州
政
府
指
定
預
金
の
預
託
が
こ
こ
一
年
間
箸
噌
し
、
そ
の
資
金
が
指
定
預
金
の
条
件
、
金
融

の
情
勢
等
を
背
景
と
し
て
コ
ー
ル
資
金
乃
至
金
融
機
関
預
金
等
の
形
と
な
っ
て
出
廻
っ
て
い

る
こ
と
。

日
鎮
の
信
用
調
節
面
で
も
、
あ
る
程
度
市
中
銀
行
の
日
銀
借
入
と
コ

l
ル
放
出
の
両
建
て

を
認
め
、
コ
ー
ル
市
場
の
育
成
を
図
っ
て
来
て
い
る
こ
と
。

等
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
。

右
の
諸
点
か
ら
み
て
も
、
最
近
の
コ
l
ル
市
場
乃
至
、
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
の
資
金
の
交
流
の

活
港
化
に
は
、
半
ば
自
然
的
な
環
境
の
醗
成
が
あ
る
も
の
と
秘
め
ら
れ
る
が
、
又
他
面
指
定
預

件)〈
別
表
一
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ン
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椛
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東
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三
七
五

八
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四
二

九
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三
七
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ニ
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五

O
六

一
O
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九
四
O
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一
二
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O
五
五
一

一
Q
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五
七
一

一
二
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一
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七
五

O
一

一
四
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三
一
四
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一
六、

O
四
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一
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六
五
四
一

一
七
、
九

O
O一

一
七、

O
六
四
一

}
五、

二
一

O
一

一
ムハ、
一-一-一占ハ
一

四

一
O

金
の
動
、
君
、
日
銀
信
用
調
節
上
の
操
作
等
が
こ
れ
に
相
当
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
点
も
看
過

し
難
い
。

而
し
て
市
中
銀
行
側
か
ら
み
て
も
支
払
準
備
を
厚
く
す
る
と
い
う
配
慮
よ
り
も
、
む

し
ろ
資
金
の
短
期
運
用
の
好
採
算
を
求
め
る
傾
き
が
強
い
と
い
う
点
も
併
せ
て
看
過
出
来
な
い

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
最
近
の
コ

l
ル
取
引
の
増
加
等
銀
行
間
短
資
の
動
き
の
活
滋
化
に
は
所
謝
金
融
正

常
化
へ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
な
お
真
実
の
意
味
で
支
払
準
備
の
充
実
化
を
問
題
に

し
、
短
期
資
金
の
妥
当
な
運
用

〈
例
え
ば
政
府
短
期
証
券
の
妥
当
な
利
廻
に
於
け
る
発
行
等
も

前
提
と
し
て
〉
を
問
題
と
す
る
の
に
は
若
干
の
時
日
を
要
す
る
も
の
と
云
う
べ
き
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
の
緩
和
と
共
に
漸
次
そ
の
地
盤
が
様
成
さ
れ
て
行
く
も
の
と
み
る
べ
ぎ
で
あ

ろ
う
。
ハ
永

池
、ー"
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内
訳
と
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一
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放
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先
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た
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で
あ
る
。
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